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「パーソナリティ」と「パーソナリティ症」の違い

パーソナリティとは パーソナリティ症とは
●誰にでもある個性や性格 ■適応に支障をきたす持続的な特性

●考え方・感じ方・行動の特徴 ■考え方や行動の柔軟性に乏しい

●個人ごとに異なる自然な個性 ■状況に応じた対応が難しい

●多くは社会生活に適応できる ■対人関係で繰り返し問題が生じる

●本人や周囲の苦痛は通常少ない ■本人や周囲に大きな苦痛や支障がある

●個性そのものは病気ではない ■医学的な診断・支援の対象となる

性格の違いは個性であり、
病気ではありません。

「性格が悪い」のではなく、
⾧年続く適応の障害です。



なぜ起こるのか



主な特徴



主なタイプ（DSM-5）

A群（奇異・風変わり） B群（感情・行動が不安定） C群（不安・恐れが強い）
他者との距離が生じやすいタイプ 感情や対人関係の不安定さが目立つタイプ 不安や恐れから行動が制限されやすいタイプ

●妄想性 ●反社会性 ●回避性
他人を疑いやすく、不信感が強い 他者の権利を軽視し、ルールを守れない 批判を恐れ、人との関わりを避ける
●シゾイド ●境界性 ●依存性
対人交流を好まず、感情表現が乏しい 感情や対人関係が不安定で衝動的 一人で決められず、他人に頼りやすい
●統合失調型 ●自己愛性 ●強迫性
独特な考え方や行動、対人関係が苦手 賞賛を求め、共感性に乏しい 完璧さや規則に強くこだわる

●演技性
注目を集めようと感情表現が大きい



ICD-11では何が変わった?



境界性パーソナリティ症（DSM-5診断基準）

診断基準 内  容
① 見捨てられ不安 現実または想像上の見捨てられを避けようと必死になる
② 不安定な対人関係 理想化とこき下ろしを繰り返し、人間関係が極端になりやすい
③ 不安定な自己像 自分が何者か分からず、価値観や目標が揺れ動く
④ 衝動性 浪費、性行動、薬物乱用、無謀な運転、過食など自己を損なう行動
⑤ 自殺・自傷行為 自殺企図、自傷行為、自殺をほのめかす行動を繰り返す
⑥ 感情の不安定さ 数時間から数日で気分が大きく変動しやすい
⑦ 慢性的な空虚感 「心が空っぽ」「生きている実感がない」と感じる
⑧ 激しい怒り 怒りを抑えられず、爆発したり対人トラブルを起こしたりする
⑨ 一過性の妄想・解離症状 強いストレス時に被害的な考えや現実感の喪失が現れる



治 療

項目 内容
●性格そのものを変えるのではなく、生きづらさや対人関係の困難を軽減する

●感情のコントロールや社会生活への適応を支援する
●認知行動療法（CBT）:
　　　考え方や行動の偏りを見直し、適切な対処法を身につける
●弁証法的行動療法（DBT）:
　　　感情調整、衝動性のコントロール、対人関係スキルを学ぶ
●必要に応じて精神力動的精神療法や
　　　メンタライゼーション療法（MBT）なども行われる
●パーソナリティ症そのものを治す薬はない
●抑うつ、不安、不眠、衝動性などの症状に応じて補助的に
　　　薬物療法を併用する
●病気への正しい理解を深める
●一貫した対応と適切な距離感を保つ
●支援者自身の負担軽減や相談体制も重要である

治療の目的

精神療法
（治療の中心）

薬物療法

家族・周囲の支援



30代女性 境界性パーソナリティ障害

【生育歴】
発育・発達に問題はなく、学業成績は概ね良好。幼少期から感情の起伏が激しく、親子関係は不安定。
高校時代より友人関係のトラブルを繰り返し、見捨てられることへの強い不安がみられた。
【現病歴】
X年4月:就職後、上司から注意を受けたことを契機に強い抑うつ気分、リストカットが出現。
X年8月:恋人との別れをきっかけに感情が不安定となり、自殺をほのめかして当院受診。

対人関係で理想化と拒絶を繰り返した。
X＋1年2月:怒りが爆発して職場を退職。その後も転職を繰り返し、人間関係が⾧続きしなかった。
X＋1年10月:慢性的な空虚感や衝動的な浪費が続き、再受診。境界性パーソナリティ症の診断。
【治療】
まず、当院で実施している看護カウンセリングを行った。さらに、心理士による認知行動療法（CBT）実施。
抑うつ・不安症状に対して薬物療法を補助的に実施 、家族支援とケースワークを継続 。
【経過】
感情のコントロールや対人関係のスキルを徐々に習得し、自傷行為は減少した。
就労を再開し、外来で精神療法を継続している。



誤解しやすいポイント
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